心細くな つて 来た。 

昔の 同窓で 卒業後 まもなく 早世した S 君に 行き 会つ 

た。 昔のと おりの 丸顔に 昔のと おりの めがね を かけて 

いる。 話 をし かけた が、 先方で はどうしても 自分 を 思 

い 出して くれない。 他の 同窓の 名前 を 列挙して みても 

無効で ある。 

浜べ に 近い、 花崗 石の 岩盤で できた 街路 を 歩いて い 

ると 横手から 妙な 男が 自分 を 目が けて や つ て 来る。 

わらぼう 

藁帽に 麻の 夏服 を 着て いるの はいいが、 鼻根から 黒い 

布切れ を だら りと たらして 鼻から 口の まわり をす つか 

リ 隠して いる。 近づく と 帽子 を 脱いで、 その 黒い 鼻の 



ヴェ— ルを 取り はずし はした が、 いっこう 見覚えの な 

い 顔で ある。 「私 は N の 兄です が、 いっかお 尋ねした 

時 はお かげんが 悪い というの でお 目に かかれませんで 

して」 と言う。 ちっとも 覚えが ないし、 第一 自分の 近 

い 交遊の 範囲 内に N という 姓の 人 は 一 人 もない ようで 

ある。 

なんだか 急に 帰りた くな つて 来た。 便船 はない かと 

聞いて みると そんな もの はこの 島に はない という。 こ 

はっちょうろ 

の あいだ 〇〇 帝大 総長が 帰る 時 は 八挺 艢の 漁船 を 仕 立 

てて 送った の だとい う。 

うち さ た 

宅へ 沙汰な しでう つかり こんな 所へ 来て しまって、 



いつ 帰られる かわからない ことにな つて、 これ は 困つ 

たこと がで きたと 思って、 黒い 海面の かなたの 雲霧の 

中 を ながめて いたら 目が さめた。 胃の ぐあいが 悪くて 

腹が 引きつる ようであった。 そのために こんな 不安な 

夢を見た のであろう。 

前々 日 A 研究所の 食堂で 雑談の 際に 今度 政府で 新 計 

おおさか こうち 

画の 航空路の うわさが 出て、 大阪 から 高 知まで たった 

一 時間 五十 五分で 行かれる というよ うな 事 を 話し合つ 

た。 その 時 自分の 意識の 底 層に 郷里の 高 知の 町の 影像 

が 動き かけた が、 それつ きりで 表層まで は 現われない 

はり まやば し 

で 消えて いた。 それが 夢の 中で 高 知の 播磨屋 橋 を 呼び 



出し、 また 飛行機の 構造 か 何 かが 二重 層の 文化 街 を 暗 

示した ので はない かと 思われる。 後の 場面に 現われた 

土 佐の 山脈 もまた ここに 縁 を 引いて いるか もしれ ない _ 

「みどり や」 という 宿屋に は 覚えがない。 しかし や は 

リ 前日 家人と 沓掛 行きの 準備に ついて 話 をした とき、 

今度 行ったら グリ ー ン ホテルで 泊ま つて そこでた まつ 

ている 仕事 を 片付けようと 思う、 というよ うな こと も 

言った 覚えが ある。 しかし、 グリ— ン ホテル を 緑屋な 

どと 訳して みた 覚え は 全然ない ので あるが、 いっか 一 

度ぐ らい ひよ つと そんな 事 を 考えて それき リ 忘れて い 

やみ 

たのが 夢と いう 現象の 不思議な 機巧に よって 忘却の 闇 



ている。 これが 自分の 和服 礼装に 変 相し、 婚礼が 法事 

に 翻訳され たの かもしれ ない。 紫色の 服 を 着た 女 はや 

はり 同じ 写真の 中に 現われた 黒い 式服の 中年 婦人の 変 

形で あると したと ころで、 瀬戸物 を 踏み 砕く 一条 だけ 

は 説明 困難で ある。 あるいは 葬式 や 嫁入りの 門 先に 

さらばち わ いきょく 

皿 鉢 を 砕く、 あの 習俗が こんな 妙な 形に 歪曲され て 

出現した のか もしれ ない。 

島へ 渡った の は、 たぶん 大阪高 知 間 飛行の 話の 時に 

思い浮かべ た 瀬戸内海の 島が 素因 をな している かと 思 

われる。 

前日の 昼食時に A 君が、 自分の 昔の 同窓の 一 人で 現 



に 生存して いる ある 人の 事に ついて ほんのち よつ とば 

かリ話 をした。 その 瞬間に 自分の 頭の 中の どこかの す 

み を 他の 同窓 の だれかれ の 影が 通り過ぎ てす ぐ 消えた 

のか もしれ ない、 そうして 中で もい ちばん 早くな く 

なった S 君の 記憶が 多少 特別な アクセント を もつ て 印 

銘 された、 その 余 響の ような ものが この 夢の S 君 出現 

の 動機に なった の だと 仮定す ると 不思議でなくなる。 

N の 兄と いうの は 全然 見当が つかない し、 その 鼻 隠 

しの ヴェ— ルに 至って はさら に奇 中の 奇 である。 帝大 

総長の 引き合いに 出る の もどう も 解釈が つかない。 こ 

れは フロイド かそのお 弟子に 頼む ほかない と 思われる。 



とにかく そういう 人た ちの 参考になる かもしれ ない と 

思った ので できるだけ 忠実に この ひと 朝の 夢の 現象 を 

記録した つもりで ある。 

二 とんぼ 

しんしゅう ほしの おんせん 

八月 初旬の ある 日の 夕方 信 州 星 野 51 泉のう しろの 

丘に 散 点す る 別荘 地 を 散歩して いた。 とんぼが 一 匹 飛 

んで 来て 自分の 帽子の 上に 止まった の を 同伴の 子供が 

注意した。 こういう 事 はこの 土地で は 毎日の ように 経 

験す る ことで ある。 



まっしょうてき 

なったり あるいは 第二次 以下の 末梢的 因子 を 第 一 次 

の 因子と 誤認した りして 途方もない 間違 つ た 施設 方策 

を もつ て 世の中に 横車 を 押そうと する ものの ある こと 

である。 

人類 を 幸福に 世界 を 平和に 導く 道 は 遼遠 である、 

そこに 到達す る 前にまず われわれ は 手近な とんぼの 習 

性の 研究から 完了して かからなければ ならない ではな 

ヽ/ T O 

レ 力 

この とんぼの 問題が 片付く まで は、 自分に はい わ ゆ 

る 唯物論 的 社会学 経済学の 所論 を は つきり 理解す る こ 

とが 困難な ように 思われる ので ある。 



上戸お こり 上戸 泣き上戸 三幅対 そろった 会合が あった 

の だとい う 滑稽なる 事実に 気が ついた のであった。 

(昭和 十 年 十 一 月、 中央 公論) 
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